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一
．
通
気
設
備
に
つ
い
て 

排
水
設
備
に
は
、
排
水
を
ス
ム
ー
ズ
に

排
出
す
る
為
の
通
気
設
備
が
不
可
欠
で

す
。
通
気
設
備
に
は
、
６
種
類
の
通
気
方

式
が
あ
り
ま
す
が
、
図
解
が
必
要
な
為
、

こ
こ
で
は
説
明
し
ま
せ
ん
。
役
目
は
、
①

流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
、
②
ト
ラ
ッ
プ

の
封
水
の
保
護
、
③
排
水
管
内
を
清
潔
に

す
る
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

①
は
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

逆
さ
ま
に
し
て
水
を
出
し
た
と
き
と
、
底

に
穴
を
開
け
た
と
き
と
で
は
、
出
る
速
度

が
明
ら
か
に
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
認
識
の
違
い
で
誤
解
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
通
気
管
が
、

無
け
れ
ば
流
れ
な
い
」
「
流
れ
が
悪
い
の

は
、
通
気
管
が
無
い
か
ら
だ
」
と
い
う
認

識
で
す
。
落
差(

高
低
差)

が
有
り
、
適
正

な
管
の
口
径
、
最
良
の
配
管
が
さ
れ
て
い

れ
ば
、
２
階
程
度
で
す
と
流
れ
る
は
ず
で

（
通
気
管
が
必
要
無
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い)

、
排
水
と
空
気
の
入
れ
代
わ
り

が
良
け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
排
水
さ
れ
ま

す
。
適
正
配
管
は
後
文
で
説
明
い
た
し
ま

す
。 ②

は
、
２
階
以
上
の
建
物
で
、
１
本
の

配
管
か
ら
、
い
く
つ
か
の
器
具
へ
枝
分
か

れ
し
て
い
る
場
合(

Ｕ
Ｂ
、
洗
濯
機
、
洗

面
所
等)

。
こ
の
場
合
２
階
か
ら
１
階
へ
、

水
が
自
然
流
下
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の

と
き
、
流
水
の
前
後
（
上
下)

で
は
、
正

圧
と
負
圧
が
起
こ
り
ま
す
。
仮
に
、
１
階

と
２
階
の
器
具
を
同
じ
立
て
管
に
接
続

す
る
と
、
２
階
か
ら
排
水
し
た
と
き
、
１

階
の
器
具
が
正
圧
と
な
り
器
具
ト
ラ
ッ

プ
の
封
水
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
又
、
２
階
に
い
く
つ
か
の
器
具
が

接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ど
れ
か
を
排
水

し
た
場
合
、
負
圧
で
別
の
器
具
排
水
ト
ラ

ッ
プ
が
封
水
切
れ
と
な
り
、
部
屋
に
、
下

水
臭
が
漂
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

③
は
、
通
気
と
は
通
常
、
外
気
へ
開
放

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
下
水
か
ら
上
が

っ
て
く
る
空
気
と
外
気
と
が
入
れ
替
わ

る
換
気
の
役
目
が
あ
り
、
管
内
は
、
乾
燥

状
態
に
な
っ
て
い
る
の
が
理
想
で
す
が
、

逆
勾
配
や
異
物
が
停
滞
し
て
い
れ
ば
、
湿

潤
状
態
に
な
り
ま
す
。
通
気
管
の
外
気
取

り
入
れ
口
は
、
軒
下
は
、
施
工
基
準
違
反

と
な
っ
て
お
り
、
口
径
や
、
雨
水
の
浸
入
、

害
虫
の
侵
入
等
の
配
慮
が
必
要
で
す
。 

ド
ル
ゴ
通
気
弁
（
メ
ー
カ
ー
商
品
名
で

す
の
で
、
以
下
、
通
気
弁
と
称
し
ま
す
。

次
頁
上
段
の
図
を
参
照
。)

で
す
が
、
利

点
と
し
て
は
、
設
置
が
簡
単
、
後
施
工
が

出
来
る
、
外
壁
に
穴
を
開
け
な
い
為
雨
水

の
浸
入
が
無
い
等
。
欠
点
は
、
配
管
内
の

空
気
が
弁
で
塞
が
れ
て
い
る
為
、
換
気
が

出
来
な
い
。
密
閉
さ
れ
て
い
る
所
に
設
置

す
る
と
空
気
が
う
ま
く
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
。
通
気
弁
に
接
続
す
る
配
管
の
抵
抗

が
大
き
い
、
又
は
通
気
弁
が
小
さ
す
ぎ
れ

ば
、
排
水
し
た
と
き
弁
が
、
バ
タ
バ
タ
と

音
を
発
す
る
。
負
圧
の
と
き
し
か
弁
が
開

放
し
な
い
為
、
取
り
出
し
位
置
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
保
守
点
検
の
為
、
点
検

口
が
必
要
。
密
閉
さ
れ
る
場
所
で
は
、
外

気
を
取
り
入
れ
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

近
年
、
設
置
が
簡
単
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、

多
く
の
住
宅
に
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
取
扱
説
明
書
の
内
容
や
、
構
造

を
知
っ
た
上
で
設
置
し
て
い
る
の
か
が

疑
問
で
す
。
排
水
の
流
れ
が
悪
け
れ
ば
、

通
気
弁
を
つ
け
れ
ば
大
丈
夫
と
い
っ
た

考
え
で
は
、
根
本
の
配
管
の
不
良
を
見
つ

け
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。 
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二
．
便
器
に
つ
い
て 

メ
ー
カ
ー
の
技
術
に
よ
り
、
日
々
、
排

水
性
能
が
良
く
な
り
、
驚
い
て
い
ま
す
。

十
数
年
前
と
比
べ
、
十
三
リ
ッ
ト
ル
か
ら

三
．
八
～
四
．
八
リ
ッ
ト
ル
と
、
洗
浄
水

が
、
激
減
し
て
い
ま
す
。
節
水
の
為
の
、

衛
生
器
具
メ
ー
カ
ー
の
努
力
だ
と
思
い

ま
す
。
従
来
型
で
す
と
排
水
時
、
空
気
も

一
緒
に
排
水
管
に
な
が
れ
て
、
ゴ
ボ
ゴ
ボ

と
音
が
し
て
い
た
も
の
が
、
最
近
で
は
、

便
器
の
形
状
を
変
え
、
空
気
を
巻
き
込
ま

な
い
よ
う
、
強
制
的
に
加
圧
水
で
渦
を
作

り
、
最
低
限
の
水
量
で
汚
物
を
排
出
で
き

る
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
等
の
製
品
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
節
水
型
は
、

詰
ま
り
や
す
い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
メ

ー
カ
ー
側
で
は
、
Ｂ
Ｌ
基
準
で
、
排
水
能

力
試
験
を
し
て
、
性
能
評
価
さ
れ
て
い
る

は
ず
、
私
が
危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
、
現

実
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

配
管
の
施
工
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
が
現
れ

る
ま
で
は
、
通
気
で
ご
ま
か
し
て
い
た
も

の
が
、
水
量
が
極
端
に
少
な
い
為
に
、
洗

い
流
せ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
リ
フ

ォ
ー
ム
等
で
、
節
水
型
の
便
器
に
交
換
す

る
際
は
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。 

 三
．
配
管
の
施
工
に
関
し
て 

一
般
住
宅
内
の
排
水
配
管
口
径
は
、
呼

称
50

mm
～
100

mm
で
、
勾
配
は
50

mm
で

は
１
／
５
０
以
上
、
75

mm
～
100

mm
で
は

１
／
１
０
０
以
上
で
す
が
、
こ
の
「
以
上
」

の
意
味
を
分
か
っ
て
い
な
い
職
人
が
多

く
、
１
／
５
０
や
１
／
１
０
０
は
、
最
低

こ
の
勾
配
は
、
守
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と

で
、
最
低
レ
ベ
ル
の
数
値
な
の
で
す
。
勾

配
が
き
つ
け
れ
ば
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
が
、
流
れ
な
い
と
言
う
も
の
も
い
る
が
、

汚
物
等
が
、
砕
け
て
細
か
く
な
る
過
程
を

知
ら
な
い
た
め
だ
と
思
い
ま
す
、
汚
物
等

は
、
便
器
通
過
時
点
で
砕
け
、
配
管
内
を

流
れ
る
こ
と
で
さ
ら
に
細
か
く
な
り
流

れ
て
い
き
ま
す
。
私
の
経
験
で
は
、
糖
尿

病
の
方
が
住
ま
わ
れ
て
い
る
住
宅
の
ト

イ
レ
排
水
管
に
は
、
尿
石
が
管
内
に
蓄
積

し
、
口
径
が
狭
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
配
管
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
継
ぎ
手

の
選
び
方
と
、
配
管
ル
ー
ト
に
あ
り
ま
す
。

合
流
点
で
は
Ｙ
ま
た
は
大
曲
り
Ｔ
、
曲
が

り
部
は
大
曲
９
０
度
や
４
５
度
エ
ル
ボ

を
使
用
す
る
の
が
最
良
で
す
。
特
に
、
器

具
直
近
と
、
立
て
管
の
下
部
の
エ
ル
ボ
は
、

大
曲
９
０
度
で
施
工
す
べ
き
で
す
。
又
、

合
流
点
で
は
、
Ｙ
ま
た
は
大
曲
り
Ｔ
以
外

の
継
ぎ
手
は
、
使
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
理
由
は
、
水
流
特
性
及
び
維
持
管
理

か
ら
で
、
管
内
で
排
水
が
上
流
へ
逆
流
し

た
り
、
流
れ
が
阻
害
さ
れ
る
為
と
、
管
清

掃
器
具
や
管
内
視
鏡
が
通
ら
な
い
施
工

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
電
気
配
線
、
吸
気
及
び
換
気
ダ
ク
ト
、

給
排
水
設
備
の
施
工
部
は
、
ほ
と
ん
ど
隠

蔽
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
古
物
件
で
は
発

見
し
が
た
い
が
、
新
築
時
に
お
い
て
管
理

者
は
、
設
備
関
係
に
関
心
を
深
め
、
入
居

者
の
環
境
衛
生
面
を
考
え
る
べ
き
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

四
．
排
水
配
管
の
選
定 

排
水
配
管
の
口
径
決
定
に
は
、
排
水
負

荷
計
算
が
あ
り
ま
す
が
、
戸
建
て
住
宅
で

は
、
簡
易
な
、
器
具
排
水
単
位
を
足
し
て

い
く
方
法
を
使
う
の
が
普
通
で
す
。
器
具

排
水
単
位
と
は
、
洗
面
器 

28
ℓ
／
分
を 

１
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
大

便
器
の
器
具
排
水
負
荷
単
位
は
４
。
器
具

排
水
管
最
小
口
径
は
、
75
㎜
。 

器
具
排
水
負
荷
単
位
６
は
、
100
㎜
と
な

っ
て
い
ま
す
。
枝
管
が
あ
る
場
合
、
主
管

は
、
器
具
排
水
単
位
を
加
え
て
い
き
、
最

小
口
径
を
決
定
し
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

最
小
口
径
な
の
で
、
厨
房
排
水
等
は
、
油

分
が
多
い
為
、
使
用
頻
度
、
規
模
に
よ
り

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
千
葉
メ
ン
バ
ー
が

習
志
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

ご
要
望
で
、
同
セ
ン
タ
ー
に
ご
在
籍
の
相

談
員
と
の
「
建
築
に
関
わ
る
勉
強
会
」
を

実
施
致
し
ま
し
た
。 

相
談
員
の
方
々
が
普
段
、
一
般
消
費
者

か
ら
の
様
々
な
相
談
に
対
し
て
ご
対
応

さ
れ
て
い
る
案
件
で
、
建
築
に
関
す
る
相

談
事
例
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
の
ご
質
問
を
事
前
に
ご
提
示
し

て
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
式
で
の
議
論
を

行
い
ま
し
た
。 

 

尚
、
十
月
十
九
日
に
は
習
志
野
市
の
後

援
を
受
け
て
、
当
地
の
菊
田
公
民
館
で
建

築
Ｇ
メ
ン
会
「
講
演
会
無
料
相
談
会
」
開

催
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
開
催
決
定
ま
で

に
は
当
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ご
担
当

者
の
お
骨
折
り
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
、
こ
の
紙
面
で
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

以
下
に
、
勉
強
会
の
あ
ら
ま
し
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。 

 

開
催
日
・
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
九
日 

時 

間
・
十
六
時
～
十
八
時
三
十
分 

場 

所
・
習
志
野
市
サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼 

６
階
特
別
会
議
室 

参
加
者
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
側
五
名 

 
 
 
 
 
 

市
職
員 

 

一
名 

相
談
員 

 

四
名 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
側 

四
名 

 
 
 
 
 
 

川
口
晴
保 

副
理
事
長 

石
岡
善
正 

副
理
事
長 

 
 
 
 
 
 

村
田 

輝
夫 

正
会
員 

 
 
 
 
 
 

松
下 

峻
夫 

理
事 

  
 
 
 
 
 

 

 

勉
強
会
一 

建
築
契
約
に
対
す
る
講
義 

 

 
 
 
 
 
 
 

講
師 

村
田
正
会
員 

 
 

建
築
に
関
わ
る
契
約
に
つ
い
て
、
契
約

ケ
ー
ス
毎
で
失
敗
し
な
い
為
の
方
策
等

に
つ
い
て
、
村
田
正
会
員
が
契
約
手
法
不

備
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
含
め
て
「
契

約
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
て
、
次
の

内
容
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
た
。 

①�
 

契
約
の
概
念 

②�
 

建
築
条
件
付
き
土
地
取
引
に
見
ら 

 
 

れ
る
契
約
に
関
す
る
諸
問
題 

イ
・
建
築
条
件
付
き
土
地
取
引
と
は 

ロ
・
不
動
産
業
界
に
お
け
る
３
原
則 

ハ
・
条
件
付
き
土
地
取
引
は
何
が
問 

題
か 

ニ
・
不
動
産
業
界
に
お
け
る
ル
ー
ル

３
原
則
を
め
ぐ
る
現
在
の
状

況
及
び
問
題
点
は 

  
勉
強
会
二 

相
談
員
か
ら
の
質
問
に
関
す
る
事
項

の
相
談
員
と
建
築
Ｇ
メ
ン
と
の
質
疑
応
答 

 

相
談
員
か
ら
事
前
に
お
受
け
し
た

事
例
の
質
問
案
件
に
対
し
て
、
改
め
て

質
疑
応
答
式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

質
問
事
例
と
、
質
疑
応
答
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

① 

事
例
そ
の
１ 

２
年
前
に
木
造
住
宅
を
建
て
、
二
階
に

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
設
置
し
て
入
居
後
に

１
階
の
天
井
に
水
漏
れ
を
生
じ
た
。
ユ
ニ

ッ
ト
バ
ス
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
入
り
す

る
サ
ツ
シ
ュ
枠
廻
り
に
コ
ー
キ
ン
グ
を

施
し
た
が
水
漏
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
現
在

工
務
店
に
水
漏
れ
の
原
因
を
調
査
依
頼

中
で
す
。 

 

質
問
１ 建

築
Ｇ
メ
ン
に
調
査
依
頼
が
で
き

ま
す
か
。
又
、
調
査
費
用
は
ど
の
位
か

か
り
ま
す
か
。
ど
ん
な
調
査
方
法
で
行

い
時
間
は
ど
の
位
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
回
答
及
び
質
疑
応
答
） 

イ
・
調
査
は
可
能
で
す
（
過
去
の
雨
漏
り 

調
査
の
事
例
数
点
を
説
明
） 

ロ
・
調
査
費
用
は
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
事
例
で
は
、
調
査
一
時
間
当
た
り

千
葉
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告 

「
千
葉
県
習
志
野
市 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
勉
強
会
」 

文
責 

理
事 

建
築
Ｇ
メ
ン 

松
下 

峻
夫 

勉強会の様子 
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八
，
０
０
０
円
、
出
張
移
動
費
が
一

時
間
当
た
り
五
，
０
０
０
円
の
他
、

交
通
費
及
び
駐
車
料
金
等
の
実
費
、

そ
の
ほ
か
調
査
報
告
書
が
必
要
な

時
は
作
製
費
一
時
間
当
た
り
六
、
０

０
０
円
と
し
、
実
施
し
た
実
費
精
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ハ
・
調
査
方
法
は
一
般
的
に
は
、
水
が

浸
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
位

に
水
掛
を
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

又
、
水
掛
を
行
っ
て
必
ず
漏
水
箇
所

（
天
井
等
）
が
点
検
で
き
る
よ
う
に

開
口
部
を
設
置
し
て
漏
水
の
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
調
査
時
間
は
様
々
で
す
。

あ
る
程
度
、
水
が
浸
入
し
て
い
る
箇

所
が
判
断
で
き
た
時
は
短
時
間
で

判
明
し
ま
す
が
、
浸
入
箇
所
が
特
定

で
き
な
い
と
き
は
調
査
時
間
が
長

く
な
り
ま
す
。
最
悪
の
と
き
は
判
明

さ
れ
な
い
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ニ
・
状
況
に
応
じ
て
事
前
に
調
査
方
法

及
び
調
査
時
間
等
を
依
頼
者
に
ご

説
明
し
、
又
判
定
が
困
難
な
時
は
調

査
中
に
随
時
依
頼
者
に
報
告
し
て

方
針
を
判
断
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

質
問
２ 調

査
し
て
原
因
が
究
明
出
来
て
設

計
や
施
工
瑕
疵
が
あ
っ
た
時
、
築
２
年

足
っ
て
い
ま
す
が
裁
判
を
す
る
こ
と

な
く
無
償
で
補
修
要
求
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。 

 

（
回
答
及
び
質
疑
応
答
） 

イ
・
漏
水
の
原
因
を
究
明
し
た
上
で
瑕
疵

担
保
責
任
を
追
及
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
契
約
書
に
お
け
る
民
法

上
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
適
用
条
件
、
品

確
法
上
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
適
用
条

件
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
基
準
な
ど
の

適
用
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
施

工
会
社
や
製
品
メ
ー
カ
ー
が
ど
こ
ま

で
応
じ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
調
査

の
結
果
次
第
で
は
要
求
可
能
な
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ロ
・
そ
の
場
合
欠
陥
建
築
等
に
詳
し
い
専

門
の
建
築
士
に
調
査
を
依
頼
し
た
調

査
報
告
書
や
意
見
書
を
基
に
交
渉
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

ハ
・
交
渉
の
際
は
調
査
し
た
建
築
士
の
方

に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。 

  

質
問
３ 一

般
に
木
造
住
宅
で
２
階
に
バ
ス

ル
ー
ム
を
設
け
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が

生
ず
る
の
か
、
又
設
計
や
見
積
も
り
段

階
で
、
設
計
士
や
施
工
会
社
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
確
認
す
べ
き
だ
っ
た
か

注
意
点
を
教
え
て
下
さ
い
。 

 

（
回
答
及
び
質
疑
応
答
） 

イ
・
旧
来
か
ら
２
階
に
浴
室
を
持
っ
て
い

く
こ
と
は
防
水
上
の
観
点
か
ら
好
ま

し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

ロ
・
最
近
は
防
水
性
の
高
い
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
が
開
発
さ
れ
て
出
回
っ
て
き
ま
し

た
。
従
っ
て
生
活
機
能
や
住
環
境
上
で

２
階
に
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
設
置
さ
れ

る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

ハ
・
２
階
に
水
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
漏

水
に
関
わ
る
問
題
が
生
じ
や
す
く
、
設

計
上
で
防
水
に
対
す
る
配
慮
が
重
要

で
あ
り
、
充
分
に
防
水
性
の
高
い
防
水

仕
舞
い
等
（
一
体
型
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
組

み
込
む
窓
や
出
入
り
口
等
）
の
設
計
が

要
求
さ
れ
ま
す
。 

ニ
・
施
工
に
お
い
て
は
、
設
計
上
で
防
水

に
対
す
る
重
要
性
が
ど
こ
に
あ
る
か

を
良
く
理
解
し
、
ど
こ
が
漏
水
の
盲
点

に
な
る
か
等
を
熟
知
し
、
必
要
に
よ
っ

て
は
要
所
納
ま
り
の
施
工
図
を
作
成

し
て
か
ら
慎
重
な
施
工
が
必
要
で
す
。 

ホ
・
２
階
に
設
置
さ
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス

の
防
水
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
前
述

の
と
お
り
で
す
、
設
計
上
で
ど
の
よ
う

な
納
ま
り
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

か
設
計
士
に
確
認
し
、
施
工
会
社
と
も

施
工
前
に
納
得
で
き
る
ま
で
議
論
し

て
お
く
べ
き
で
す
。 

 
 ② 

事
例
そ
の
２ 

（
質
問
） 

建
築
の
請
負
契
約
を
し
て
か
ら
、
着
工

を
数
ヶ
月
待
た
さ
れ
た
、
こ
れ
は
業
者
で

は
常
識
的
で
し
ょ
う
か
。 

 （
回
答
及
び
質
疑
応
答
） 

イ
・
常
識
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ロ
・
業
者
の
特
段
の
事
情
で
、
そ
の
理 

由
を
施
主
に
伝
え
て
了
解
を
得
ら

れ
た
時
は
、
完
成
引
渡
し
に
遅
れ
が

生
じ
な
け
れ
ば
契
約
条
件
に
違
反

し
ま
せ
ん
。 

ハ
・
請
負
と
い
う
の
は
、
請
負
人
が
あ 

る
仕
事
を
完
成
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
注
文
者
が
そ
の
仕
事
の
結
果
に

対
し
て
報
酬
を
払
う
こ
と
を
約
束

す
る
契
約
で
す
。 
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ニ
・
請
負
契
約
書
に
は
工
期
つ
い
て 

次
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ 

を
履
行
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

＊
・
工
事
着
手
日 

 

＊
・
工
事
完
成
日 

 

＊
・
完
成
引
渡
し
日 

ホ
・
そ
し
て
契
約
時
に
は
請
負
契
約
書 

の
ほ
か
に
「
工
事
請
負
契
約
約
款
」 

を
必
ず
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
ま 

す
。 

 

＊
契
約
約
款
に
は
「
履
行
義
務
・
違

約
金
」
の
条
文
で
、
請
負
者
の
不

履
行
に
よ
り
工
事
の
遅
れ
で
予

定
通
り
建
物
の
引
渡
し
が
出
来

な
か
っ
た
時
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と

し
て
遅
れ
た
日
数
に
応
じ
た
損

害
賠
償
の
請
求
が
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で

す
。 

ヘ
・
約
束
の
工
期
に
完
成
し
て
も
、
着

手
の
遅
れ
や
、
工
事
中
の
中
断
等
が

あ
る
と
注
文
者
に
不
安
を
与
え
ま

す
。
又
、
工
期
の
短
縮
で
突
貫
工
事

に
な
る
と
、
適
正
手
順
の
工
事
が
出

来
ず
手
抜
き
工
事
を
生
ず
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
施
工
工
程
に
は
必
ず

そ
の
建
物
を
完
成
さ
せ
る
適
正
工

期
が
必
要
な
こ
と
を
承
知
し
て
下

さ
い
。 

  

③ 

事
例
そ
の
３ 

（
質
問
） 

地
盤
沈
下
の
復
元
工
事
の
グ
ラ
ウ
ト

工
法
と
は
ど
の
よ
う
な
工
法
で
す
か
。
又
、

も
っ
と
安
全
、
安
定
し
た
工
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。 

 

（
回
答
及
び
質
疑
応
答
） 

イ
・
地
盤
改
良
の
各
工
法
の
絵
図
資
料 

及
び
修
復
工
法
の
比
較
表
に
よ
り
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
工
法
の
長
所
、
短
所
に 

つ
い
て
説
明 

 ④ 

事
例
そ
の
４ 

（
質
問
） 

建
築
条
件
付
の
土
地
を
購
入
し
て
家

を
建
て
た
。
寝
室
の
電
灯
ス
イ
ッ
チ
廻
り

か
ら
違
和
感
の
あ
る
匂
い
が
す
る
。
業
者

に
苦
情
を
伝
え
て
も
き
ち
ん
と
し
た
対

処
や
調
査
を
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う
し
た

ら
良
い
か
。
又
、
建
築
Ｇ
メ
ン
が
調
査
し

て
原
因
が
わ
か
っ
た
と
き
、
問
題
解
決
の

為
の
適
切
な
方
法
の
提
示
は
し
て
も
ら

え
る
か
。 

(

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス) 

*

性
能
評
価
住
宅
、
住
宅
瑕
疵
担
保
責

任
保
険
付
き
の
住
宅
で
あ
れ
ば
、
住

宅
紛
争
審
査
会
に
斡
旋
・
調
停
・
仲

裁
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
回
答
及
び
質
疑
応
答
） 

イ
・
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。
住 

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援

セ
ン
タ
ー
の
場
合
、
提
携
し
て
い

る
決
ま
っ
た
弁
護
士
が
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
訴
訟
事
件
へ
の
発
展

が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
住
宅
瑕

疵
担
保
責
任
保
険
及
び
住
宅
性

能
表
示
制
度
な
ど
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
そ
ち
ら
の
方
が
良

い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

ロ
・
建
築
Ｇ
メ
ン
は
調
査
報
告
書
な
ど

を
通
じ
て
、
問
題
解
決
の
方
法
を

提
示
い
た
し
ま
す
。
弁
護
士
法
に

よ
り
交
渉
ご
と
は
非
弁
行
為
に

当
た
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
建
物
不

具
合
の
調
査
を
行
い
、
調
査
報
告

書
を
作
成
し
た
建
築
士
／
建
築

Ｇ
メ
ン
と
し
て
業
者
と
の
交
渉

の
場
に
立
会
い
、
意
見
を
述
べ
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
訴
訟
事
件
に

ま
で
発
展
し
た
場
合
は
、
弁
護
士

と
の
共
闘
に
よ
り
支
援
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

以
上
の
内
容
で
、
相
談
員
の
方
々
は 

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
質
問
さ

れ
、
有
意
義
な
討
論
が
続
き
２
時
間
の

勉
強
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

  
 

 

勉
強
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
千
葉
メ

ン
バ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
を

再
認
識
し
あ
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 

質疑応答の様子 
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私
は
昭
和
六
十
三
年
、
大
学
の
建
築
学

科
を
卒
業
後
、
某
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
設
計

担
当
と
し
て
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
時
代

は
バ
ブ
ル
の
真
っ
只
中
で
、
営
業
担
当
が

毎
日
の
よ
う
に
契
約
を
取
っ
て
く
る
よ

う
な
時
代
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
パ
ソ
コ

ン
は
あ
ま
り
普
及
し
て
お
ら
ず
、
当
然
な

が
ら
図
面
等
は
全
て
手
書
き
で
し
た
。
新

人
の
私
は
深
夜
ま
で
ド
ラ
フ
タ
ー
に
向

か
っ
て
い
た
の
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
自
分
で
設
計
し
た
も
の
が
実

際
に
建
つ
と
い
う
仕
事
は
好
き
だ
っ
た

の
で
、
毎
日
結
構
楽
し
く
仕
事
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
入
社
後
二
年
位
た
っ
た
こ
ろ
、

大
工
職
人
の
父
に
、
仕
事
が
忙
し
く
て
間

に
合
わ
な
い
か
ら
住
宅
メ
ー
カ
ー
を
辞

め
て
帰
っ
て
こ
い
、
と
言
わ
れ
悩
ん
だ
あ

げ
く
父
の
仕
事
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
設
計
図
は
読
め
る
も
の
の
、

現
場
で
の
施
工
は
全
く
の
素
人
な
の
で
、

毎
日
が
悪
戦
苦
闘
で
し
た
。
普
通
弟
子
は

親
方
の
仕
事
を
見
て
盗
ん
で
覚
え
ろ
と

か
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
父
は
親
切
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
時
理
由
を

尋
ね
る
と
、
お
前
が
早
く
仕
事
を
覚
え
れ

ば
俺
が
楽
で
き
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
、
苦

笑
し
ま
し
た
。
し
か
し
半
年
で
ほ
と
ん
ど

出
来
る
様
に
な
っ
た
の
も
父
の
お
陰
だ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

大
工
職
人
は
先
も
述
べ
ま
し
た
が
、
親

方
か
ら
弟
子
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
正
直
結
構
間

違
っ
て
教
え
て
い
る
親
方
も
い
る
の
が

現
状
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 現

在
、
い
ろ
い
ろ
な
新
建
材
、
金
物
な

ど
出
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
役
割
、

使
い
方
が
親
方
す
ら
わ
か
っ
て
い
な
い

方
も
多
い
の
で
す
。
例
え
ば
透
湿
防
水
シ

ー
ト
の
施
工
方
法
な
ど
で
す
。
外
壁
材
の

カ
タ
ロ
グ
や
仕
様
書
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
一
切

読
ま
ず
、
自
己
判
断
で
施
工
し
て
し
ま
う

の
で
す
。 

ま
た
、
施
主
さ
ん
は
素
人
さ
ん
な
の
で

専
門
用
語
で
説
明
し
て
も
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
出
来
上
が
っ
て
か
ら
、
注
文
し
た

の
と
違
う
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

私
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
、
大
工
職

人
の
組
合
が
あ
っ
て
、
色
々
な
メ
ー
カ
ー

さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
勉
強
会
を
開
い

た
り
、
実
際
に
施
工
現
場
に
案
内
し
て
も

ら
い
使
い
方
な
ど
の
説
明
会
等
を
し
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

そ
れ
自
体
勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、
間

違
っ
た
施
工
の
防
止
に
役
に
立
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
現
在
は
組
合
員
の
数
が
減

り
、
大
工
組
合
も
解
散
寸
前
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
大
工
職
人
が
本
当
に
い
な

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
講
習
会
な
ど
も

企
画
で
き
ま
せ
ん
し
、
他
の
団
体
の
講
習

会
に
お
願
い
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
い
ま
す
。
わ
か
っ
て
い
な
が

ら
手
抜
き
工
事
を
し
て
欠
陥
住
宅
を
造

る
の
は
論
外
で
す
が
、
私
共
の
よ
う
な
施

工
業
者
も
日
々
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
欠

陥
住
宅
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

大
工
職
人
の
独
り
言
、
読
ん
で
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   
 
 
 
 
 

 

 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、 

「住まい 110番名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 

 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６４２６-１３５０ / FAX：0３-６４２６-１３５１ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

《
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
》 

大
工
職
人
の
独
り
言 

 

文
責 

 

正
会
員 

建
築
Ｇ
メ
ン 

茨
城
県 

箕
輪
勇
介 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html#meibo
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□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

千
葉
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
講
演
会 

・
建
築
無
料
相
談
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
３
年
10
月
19
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
15
分
～
16
時
45
分 

▽
会
場 

習
志
野
市
菊
田
公
民
館 

（
３
階
会
議
室Ⅰ
、Ⅱ

） 

▽
交
通 

京
成
津
田
沼
駅 

徒
歩
５
分 

▽
講
演
内
容 

講
演
‐
① 

～
失
敗
の
法
則
か
ら
学
ぶ
～ 

「
失
敗
の
原
因
は
あ
な
た
自
身 

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
？
」 

講
師 

村
田 

輝
夫
（
当
会
正
会
員
） 

講
演
‐
② 

～
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
選
び
の
鉄
則
～ 

「
宣
伝
・
広
告
に
惑
わ
さ
れ
る
な
！
」

講
師 

石
岡 

善
正
（
当
会
副
理
事
長
） 

▽
住
ま
い
１
１
０
番
（
15
時
40
～
） 

建
築
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会 

（
相
談
は
要
予
約
） 

▽
入
場
料 

無
料 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

千
葉
グ
ル
ー
プ
（
村
田
ま
で
） 

℡
０
４
７
・
４
０
３
・
７
３
７
１ 

▽
後
援 

習
志
野
市 

東
京
グ
ル
ー
プ
に
よ
る 

建
築
無
料
相
談
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
３
年
10
月
26
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き

ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線
「
大
井
町
駅
」 

 
 
 
 
 
 
 

▽
入
場
料 

無
料
（
要
予
約
） 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

東
京
グ
ル
ー
プ
（
原
田
ま
で
） 

℡
０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
１ 

      

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

毎
年
九
月
は
自
然
災
害
が
も
っ
と
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

９
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
日
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
四
年

九
月
二
十
六
日
の
「
伊
勢
湾
台
風
」
に
よ

っ
て
、
戦
後
最
大
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と

が
契
機
と
な
っ
て
、
地
震
や
風
水
害
等
に

対
す
る
心
構
え
等
を
育
成
す
る
た
め
、
防

災
の
日
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
厳
暑
、
竜
巻
、
大
雨
な
ど
「
こ

こ
に
住
ん
で
始
め
て
」
、
「
今
ま
で
経
験

が
な
い
」
な
ど
の
異
常
な
災
害
が
全
国
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
く
度
か
の
多

様
な
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
改
め
て
普

段
の
災
害
に
対
す
る
危
険
予
知
と
心
構

え
が
必
要
な
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま

す
。 二

〇
二
〇
年
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

が
決
定
し
ま
し
た
。
福
島
原
発
の
大
惨
事

は
「
放
射
能
は
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て

い
る
」、「
汚
染
水
は
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
」
と
安
倍
首
相
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ

で
豪
語
し
ま
し
た
。
日
本
国
民
は
誰
も
が

安
心
で
き
て
い
な
い
認
識
の
中
で
本
当

に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
原
子
炉
周
辺
に

完
璧
な
遮
水
壁
を
設
置
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
よ
う
に
石
棺
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

 （
Ｔ
・
Ｍ
） 

  

 

  
□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築
集
・

木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
（
紙
面
の
都

合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）。 

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談・調査等の
業務を行う建築Ｇメンに登録するためには「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  
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